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面付け移動

　ブドウ生産量日本一の山梨県で、ブランド交雑牛（Ｆ１）として知られる「甲州ワイ

ンビーフ」。餌に、ワインを作る過程で出るブドウの搾りかすを与え、牛ふん堆肥を果

樹などの生産に生かす耕畜連携で生産する。同牛のブランド化に40年近く取り組

み、県内一の出荷頭数を誇るのが甲斐市の小林牧場だ。敷地内の堆肥センターで

年間約８０００tの堆肥を生産し、直営販売店でブラン

ドを普及する。社長の小林英輝さん（47）は創業か

ら三代目。飼料用米の活用など地域一体のブランド強化を

一層進め、畜産を軸にした地域農業の発展を目指す。

Kobayashi 
　     f�m

代表取締役社長：小林 英輝さん

住所：〒400-1121 山梨県甲斐市上芦沢1339

飼養頭数：甲州ワインビーフ（F1）1200頭

　　　　 甲州牛（黒毛和種）200頭

年間出荷頭数：甲州ワインビーフ600頭

　　　　　　 甲州牛100頭

作業従事者：9名

農地面積：４ha

有限会社小林牧場

HPはこちら

特産
のブド

ウを飼料
に活用

特産
のブド

ウを飼料
に活用

地域一
体のブラ

ンド強化を目指す

地域一
体のブラ

ンド強化を目指す

https://www.winebeef.co.jp/

一生懸命

山梨県甲斐市

Ⅰ

小林英輝
さん

下段左小林社長、左から2番目小林会長と
小林牧場のスタッフの皆さん

プレゼントの応募方法には〔本誌とじ込みハガキ・QRコード（二次元コード）・ちくさん
クラブ21ホームページのアンケートフォーム〕の3つの方法があります。
「QRコード（二次元コード）」とホームページの「アンケートフォーム」からの応募方法に
ついてご紹介します。

プレゼントの
応募方法

ちくさんクラブ21ホームページの
アンケートフォームからの応募

step

1
step

3

ちくさんクラブ21のホームページから応募の場合
は、画面右上の「アンケートフォーム」をクリックして、
アンケートにお答えください。

皆さまからの応募をお待ちしております！

ちくさんクラブ21のホームページ▶

ここをクリック！

カメラを起動しま
す。（QRコードリー
ダー等のアプリで
も大丈夫です!）

step

2
QRコードをカメラに
近づけます。

step

5
アンケートの必要事項にご記入後、「送信」
ボタンをタップするとプレゼントの応募が完
了します。

※URLの表示はご利用のスマートフォンの機種に
　よって異なります。

ここをタップ!

QRコード（二次元コード）からの応募

step

4
表示されたＵＲＬをタップすると、最新号の
アンケートフォームのページへと移動します。

カメラ

抽選で10名様にプレゼントが当たります！

読み取ると、画面にちくさんクラブ21
のアンケートフォームのＵＲＬが表示
されます。

詳しくは ちくさんクラブ 検 索

表 3 表 2

一生懸命Ⅰ（山梨県／有限会社小林牧場）
　　特産のブドウを飼料に活用 地域一帯のブランド強化を目指す

03

NEWS　鹿児島県立鹿屋農業高校が初の栄冠
　　第7回和牛甲子園

08
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資材紹介　コエンザイムQ10入り混合飼料「やわらか3Q」
　　牛の肉の量と質、どちらにもこだわる方におススメ！

教えて！中研 テーマ：夏場対策のポイント
　　【乳牛】乾乳牛への第一胃内保護ナイアシン給与が分娩後の生産性に及ぼす影響
　　【養豚】暑い夏を乗り切るための管理ポイント
　　【養鶏】養鶏の夏場飼料を考える ～暑熱対策の落とし穴～

14
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きてみて！ うちの学校（神奈川県／中央農業高等学校）26

NEWS　和牛 ハニューファーム（兵庫県）が最優秀賞
　　第43回全農肉牛枝肉共励会

38

34
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40

42

44

46

資材紹介　豚用授乳期サプリメント「プラス1ママミックス3」
　　授乳期の母豚をサポートするビタミン・アミノ酸・消化酵素入り混合飼料

JACCネット　和牛枝肉共励会・子牛市場情報

マーケット情勢

読者の広場

読者プレゼント　応募方法特集

Dr. ジーアのMyカルテ
　　牛ウイルス性下痢（BVD）対策について

20

一生懸命Ⅱ（北海道／有限会社佐々木種畜牧場）
　　麦主体の飼料と快適な豚房が決め手！ 味の良さで愛される豚肉を生産

22

酪農の“未来を創る”ため、優良事例を共有
　　第 41回全農酪農経営体験発表会

32
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の
お
い
し
さ
で
県
産
牛
の
知
名
度
を
高
め
た
の

が
「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
だ
。
手
ご
ろ
な
価

格
で
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
安
全
・
安
心
な
牛

肉
と
し
て
、
家
庭
用
、
贈
答
品
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
た
。

　
小
林
牧
場
が
「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
の
取

り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
１
９
８
６
年
ご
ろ
。

同
牧
場
は
酪
農
で
創
業
し
た
が
、
当
時
の
代
表

で
現
会
長
の
小
林
輝
男
さ
ん
（
75
）
は
大
規
模

経
営
に
向
け
て
、
肉
用
牛
肥
育
専
門
農
家
へ
の

転
換
を
模
索
し
て
い
た
。
折
し
も
ガ
ッ
ト
・
ウ

　
小
林
牧
場
は
、
甲
府
盆
地
の
北
部
、
山
並
み

に
囲
ま
れ
た
標
高
１
１
０
０
ｍ
の
平
見
城
地
区

に
あ
る
。
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
15
棟
の
牛
舎
が

並
び
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
約
１
４
０
０
頭
の

牛
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
山
の
伏
流
水

を
飲
ん
で
の
び
の
び
と
育
つ
。

　「
牛
肉
の
味
を
決
め
る
の
は
第
一
に
水
、
次

に
餌
で
す
。
水
の
き
れ
い
な
こ
の
地
域
の
牛
は

お
い
し
い
。
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
」
と

小
林
社
長
は
話
す
。
　
　

　
果
樹
王
国
で
知
ら
れ
る
同
県
だ
が
、
畜
産
の

規
模
は
小
さ
い
。
こ
う
し
た
中
、
特
産
の
ブ
ド

ウ
を
餌
に
活
用
し
、
地
域
が
循
環
型
農
業
へ
連

携
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
品
質
の
良
さ
、
赤
身

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
牛
肉
輸
入
自
由
化
交
渉

が
始
ま
り
、
畜
産
経
営
の
将
来
は
不
安
定
な
中

だ
っ
た
が
、
自
由
化
に
伴
う
補
助
金
も
計
算
に

入
れ
、
89
年
に
肥
育
農
家
に
移
行
。
91
年
に
は

法
人
化
し
た
。

　
決
断
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
地
域
の
未
利

用
資
源
の
ブ
ド
ウ
か
す
を
餌
に
使
う
、
山
梨
県

な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
交
雑
牛
の
構
想
だ
っ

た
。
91
年
に
は
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て
６
戸
の

畜
産
農
家
と
１
団
体
で
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
生

産
普
及
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

　
県
畜
産
試
験
場
や
山
梨
大
学
と
協
力
し
、
収

穫
期
に
し
か
入
手
で
き
な
い
ブ
ド
ウ
か
す
を
乳

酸
発
酵
さ
せ
て
、
周
年
で
使
え
る
飼
料
と
す
る

方
法
を
研
究
。Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
な

ど
と
協
力
し
て
飼
料
や
飼
育
方
法
の
工
夫
を
重

ね
た
。
今
は
、
黒
毛
和
種
の
父
と
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
に
、
生
後
６
〜

17
カ
月
の
間
、
ブ
ド
ウ
か
す
５
〜
８
％
、
お
か

ら
10
〜
15
％
、
酒
か
す
１
％
、
飼
料
用
米
10
〜

15
％
を
配
合
し
た
飼
料
を
与
え
る
。

　
ブ
ド
ウ
か
す
は
年
間
約
１
２
０
t
を
使
用
。

小
林
社
長
は
「
ブ
ド
ウ
か
す
は
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
機
能
性
成
分
を
多

く
含
む
の
で
、
子
牛
の
健
康
増
進
の
効
果
な
ど

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
牛
は
Ｊ
Ａ
全

農
や
ま
な
し
と
協
同
し
、
㈱
山
梨
食
肉
流
通
セ

ン
タ
ー
へ
出
荷
し
て
い
る
。

11

　
２
０
０
０
年
に
は
、
飼
育
頭
数
１
２
０
０
頭

に
規
模
を
拡
大
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

は
な
か
な
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。
牛
海
綿
状
脳

症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
や
食
肉
偽
装
問
題
で
畜
産
に
逆

風
も
吹
い
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
ブ
ラ
ン
ド
普
及
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
直
売
セ
ン
タ
ー
「
美
郷
」

だ
。
市
場
で
自
社
牧
場
の
枝
肉
を
仕
入
れ
、
店

舗
に
備
え
た
加
工
所
で
カ
ッ
ト
し
て
販
売
。
２

０
０
2
年
に
甲
斐
市
に
１
号
店
を
出
店
。
生
産
、

加
工
、
販
売
の
一
貫
経
営
で
「
安
全
・
安
心
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
顧
客
の
開
拓
を
狙
っ
た
。

　
事
業
を
主
に
担
っ
た
の
が
、
当
時
25
歳
の
小

林
社
長
だ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
大
手
食
品

加
工
メ
ー
カ
ー
で
営
業
職
を
し
て
い
た
が
、
父

の
「
直
売
セ
ン
タ
ー
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
の

声
に
応
え
た
。

　
た
だ
、
営
業
の
経
験
は
あ
っ
た
が
、
小
売
り

や
店
舗
経
営
は
初
め
て
。
取
引
先
も
一
か
ら

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
初
年
は
大
赤
字

だ
っ
た
。
　「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
の
特
徴

で
あ
る
ブ
ド
ウ
か
す
を
餌
に
し
て
い
る
点
も
、

当
初
は
イ
メ
ー
ジ
が
悪
か
っ
た
と
い
う
。「
廃

棄
物
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
難
色
を
示
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
れ
で
も
、「
味
に
は
自
信
が
あ
る
。
と
に

か
く
店
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
」
と
、
地
道
に
魅

力
を
伝
え
た
。
甲
斐
市
の
小
・
中
学
校
の
給
食

へ
も
提
供
し
、
店
舗
で
の
フ
ェ
ア
な
ど
を
続
け

る
う
ち
、
口
コ
ミ
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
っ
た
。
３
年
目
に
は
黒
字
を
達
成
。
小
林
社

長
は
「
直
売
所
ブ
ー
ム
や
消
費
者
の
食
の
安
全
、

環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
も
追
い
風
に
な
っ

た
」
と
分
析
す
る
。

　
１
号
店
の
成
功
を
受
け
、
甲
府
市
、
南
ア
ル

プ
ス
市
に
も
出
店
し
た
。
今
は
３
店
舗
合
計
で

年
間
７
万
人
以
上
が
来
店
。
約
５
億
円
を
売
り

上
げ
、
肥
育
と
並
ぶ
事
業
に
成
長
し
た
。

　
甲
斐
市
の
甲
斐
島
上
条
店
で
加
工
長
を
務
め

る
佐
野
良
太
さ
ん
（
35
）
は
「
お
客
さ
ん
に
食

べ
た
い
料
理
を
聞
い
て
、
最
適
な
部
位
の
提
案

を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
い
ま
す
」
と
店
づ
く
り
の
方
針
を
話

す
。
取
材
時
に
来
店
し
て
い
た
乙
黒
秋
子
さ
ん

（
75
）
は
開
店
以
来
の
常
連
。「
お
肉
だ
け
は
こ

こ
で
買
う
。
店
員
さ
ん
や
友
達
と
会
え
る
の
も

楽
し
み
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

　
枝
肉
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
た
め
、
レ

ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
加
工
品

も
開
発
。
中
で
も
、「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
」
は
、
日
本
経
済
新
聞
の
ラ
ン
キ
ン
グ
企

画
で
紹
介
さ
れ
て
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

　
知
名
度
向
上
に
伴
い
、
一
層
の
安
全
性
確

保
へ
、
生
産
者
情
報
公
表
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
を

受
け
た
。
ま
た
、
牧
場
敷
地
内
で
は
農
薬
を

使
わ
ず
、
人
力
と
ヤ
ギ
で
除
草
す
る
。
小
林

社
長
は
「
実
際
に
生
産
者
情
報
を
検
索
す
る

消
費
者
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
安

全
・
安
心
を
求
め
る
声
に
応
え
る
姿
勢
を
示

す
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
現
在
は
、「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
１
２
０

０
頭
と
、
黒
毛
和
種
「
甲
州
牛
」
２
０
０
頭
を

飼
育
す
る
。
規
模
拡
大
を
支
え
、
耕
畜
連
携
の

要
と
な
る
の
が
、
地
域
の
農
家
と
協
力
し
て
整

え
た
２
６
０
０
㎡
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
だ
。
自
動

で
堆
肥
を
攪
拌
す
る
機
械
を
備
え
、
１
日
当
た

り
40
㎥
の
堆
肥
を
生
産
で
き
る
。
小
林
社
長
は

「
牧
場
の
規
模
は
、
ふ
ん
の
処
理
能
力
で
決
ま

る
。
今
年
は
牛
舎
と
堆
肥
舎
の
ど
ち
ら
か
を
増

や
し
た
い
」
と
展
望
す
る
。

　
堆
肥
は
40
日
間
の
高
温
発
酵
、
30
日
間
の
２

次
発
酵
を
さ
せ
て
完
成
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ

バ
ラ
堆
肥
は
３
０
０
㎏
当
た
り
１
５
４
０
円
、

袋
入
り
は
１
袋
15
㎏
入
り
３
６
３
円
で
販
売

し
、
地
域
で
資
源
を
循
環
さ
せ
る
。
生
産
す
る

堆
肥
は
毎
年
す
べ
て
完
売
。
農
家
だ
け
で
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
家
庭
菜
園
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も

増
え
た
と
い
う
。

　
小
林
社
長
の
今
後
の
目
標
は
「
甲
州
ワ
イ
ン

ビ
ー
フ
」
の
生
産
者
を
県
域
に
拡
大
し
、
絶
対

量
を
増
や
す
こ
と
、
そ
し
て
黒
毛
和
種
「
甲
州

牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
だ
。
２
０
２
２
年
４
月

に
は
、
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
生
産
普
及
組
合
と

甲
州
牛
出
荷
組
合
が
合
併
し
た
甲
州
牛
・
甲
州

ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
推
進
協
議
会
に
加
盟
。
同
協
議

会
の
副
会
長
を
務
め
、
畜
産
農
家
の
協
力
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

　
20
〜
50
代
の
若
手
農
家
で
山
梨
県
肥
育
牛
研

究
会
を
結
成
し
、
県
外
へ
の
視
察
や
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
の
Ｐ
Ｒ
、セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た「
食

味
の
見
え
る
化
」
の
実
験
な
ど
を
実
施
。
地

元
小
学
校
の
見
学
を
受
け
入
れ
食
育
授
業
に

も
協
力
す
る
。Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
山

梨
営
業
所
の
小
松
健
二
次
長
は
「
研
修
提
案

や
銘
柄
牛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
」
と

評
価
す
る
。

　「
甲
州
牛
」
の
飼
料
に

は
、
飼
料
用
米
や
稲
わ
ら

を
餌
に
活
用
す
る

な
ど
、
果
樹
農
家

だ
け
で
な
く
、
水

稲
農
家
も
参
加
す
る
地
域

一
体
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
生
産

を
構
想
す
る
。「
地
域
農
業

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
、
ブ

ラ
ン
ド
を
、
ひ
い
て
は
山
梨
の

畜
産
を
守
る
」
と
小
林
社
長
。
乳
牛
１
頭
か
ら

酪
農
を
始
め
た
祖
父
、
肥
育
農
家
に
移
行
し
て

大
規
模
化
し
た
父
か
ら
受
け
継
ぐ
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
で
、
県
産
牛
の
未
来
を
切
り
拓
く
。

味の決め手は

水のきれいな環境と
餌です！

地
域
の
未
利
用
資
源
生
か
し

酪
農
か
ら
肉
用
牛
肥
育
へ
経
営
転
換

逆
風
の
中
、直
売
セ
ン
タ
ー
で

地
道
に
魅
力
伝
え
知
名
度
向
上み

き
ょ
う

小林社長

この季節は

雪かきがかかせませ
ん！

甲州ワインビーフ
Memo

直売センター美郷 甲斐島上条店

住所▶山梨県甲斐市島上条3077
TEL▶055-267-3113
営業時間▶10：00～18：30
定休日▶火曜日

甲州ワインビー
フととも

に飼養さ
れている甲州

牛（黒毛
和種

）

ワイン生産過程で出るブドウの搾りかすを乳酸発酵 甲州ワインビーフのブランドロゴ

生後６～17カ月まで、ブドウかす5～8％、おから10～15％、酒か
す1％、飼料用米10～15％を配合した飼料を給与。ポリフェノール
を多く含み、肉の酸化が進みにくいとされ、肉の臭みが少なく、食
べやすいと好評。

標高1100m
山 の々恵みを生かした
飼養環境
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の
お
い
し
さ
で
県
産
牛
の
知
名
度
を
高
め
た
の

が
「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
だ
。
手
ご
ろ
な
価

格
で
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
安
全
・
安
心
な
牛

肉
と
し
て
、
家
庭
用
、
贈
答
品
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
た
。

　
小
林
牧
場
が
「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
の
取

り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
１
９
８
６
年
ご
ろ
。

同
牧
場
は
酪
農
で
創
業
し
た
が
、
当
時
の
代
表

で
現
会
長
の
小
林
輝
男
さ
ん
（
75
）
は
大
規
模

経
営
に
向
け
て
、
肉
用
牛
肥
育
専
門
農
家
へ
の

転
換
を
模
索
し
て
い
た
。
折
し
も
ガ
ッ
ト
・
ウ

　
小
林
牧
場
は
、
甲
府
盆
地
の
北
部
、
山
並
み

に
囲
ま
れ
た
標
高
１
１
０
０
ｍ
の
平
見
城
地
区

に
あ
る
。
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
15
棟
の
牛
舎
が

並
び
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
約
１
４
０
０
頭
の

牛
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
山
の
伏
流
水

を
飲
ん
で
の
び
の
び
と
育
つ
。

　「
牛
肉
の
味
を
決
め
る
の
は
第
一
に
水
、
次

に
餌
で
す
。
水
の
き
れ
い
な
こ
の
地
域
の
牛
は

お
い
し
い
。
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
」
と

小
林
社
長
は
話
す
。
　
　

　
果
樹
王
国
で
知
ら
れ
る
同
県
だ
が
、
畜
産
の

規
模
は
小
さ
い
。
こ
う
し
た
中
、
特
産
の
ブ
ド

ウ
を
餌
に
活
用
し
、
地
域
が
循
環
型
農
業
へ
連

携
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
品
質
の
良
さ
、
赤
身

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
牛
肉
輸
入
自
由
化
交
渉

が
始
ま
り
、
畜
産
経
営
の
将
来
は
不
安
定
な
中

だ
っ
た
が
、
自
由
化
に
伴
う
補
助
金
も
計
算
に

入
れ
、
89
年
に
肥
育
農
家
に
移
行
。
91
年
に
は

法
人
化
し
た
。

　
決
断
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
地
域
の
未
利

用
資
源
の
ブ
ド
ウ
か
す
を
餌
に
使
う
、
山
梨
県

な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
交
雑
牛
の
構
想
だ
っ

た
。
91
年
に
は
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て
６
戸
の

畜
産
農
家
と
１
団
体
で
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
生

産
普
及
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

　
県
畜
産
試
験
場
や
山
梨
大
学
と
協
力
し
、
収

穫
期
に
し
か
入
手
で
き
な
い
ブ
ド
ウ
か
す
を
乳

酸
発
酵
さ
せ
て
、
周
年
で
使
え
る
飼
料
と
す
る

方
法
を
研
究
。Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
な

ど
と
協
力
し
て
飼
料
や
飼
育
方
法
の
工
夫
を
重

ね
た
。
今
は
、
黒
毛
和
種
の
父
と
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
に
、
生
後
６
〜

17
カ
月
の
間
、
ブ
ド
ウ
か
す
５
〜
８
％
、
お
か

ら
10
〜
15
％
、
酒
か
す
１
％
、
飼
料
用
米
10
〜

15
％
を
配
合
し
た
飼
料
を
与
え
る
。

　
ブ
ド
ウ
か
す
は
年
間
約
１
２
０
t
を
使
用
。

小
林
社
長
は
「
ブ
ド
ウ
か
す
は
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
機
能
性
成
分
を
多

く
含
む
の
で
、
子
牛
の
健
康
増
進
の
効
果
な
ど

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
牛
は
Ｊ
Ａ
全

農
や
ま
な
し
と
協
同
し
、
㈱
山
梨
食
肉
流
通
セ

ン
タ
ー
へ
出
荷
し
て
い
る
。

　
２
０
０
０
年
に
は
、
飼
育
頭
数
１
２
０
０
頭

に
規
模
を
拡
大
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

は
な
か
な
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。
牛
海
綿
状
脳

症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
や
食
肉
偽
装
問
題
で
畜
産
に
逆

風
も
吹
い
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
ブ
ラ
ン
ド
普
及
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
直
売
セ
ン
タ
ー
「
美
郷
」

だ
。
市
場
で
自
社
牧
場
の
枝
肉
を
仕
入
れ
、
店

舗
に
備
え
た
加
工
所
で
カ
ッ
ト
し
て
販
売
。
２

０
０
2
年
に
甲
斐
市
に
１
号
店
を
出
店
。
生
産
、

加
工
、
販
売
の
一
貫
経
営
で
「
安
全
・
安
心
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
顧
客
の
開
拓
を
狙
っ
た
。

　
事
業
を
主
に
担
っ
た
の
が
、
当
時
25
歳
の
小

林
社
長
だ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
大
手
食
品

加
工
メ
ー
カ
ー
で
営
業
職
を
し
て
い
た
が
、
父

の
「
直
売
セ
ン
タ
ー
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
の

声
に
応
え
た
。

　
た
だ
、
営
業
の
経
験
は
あ
っ
た
が
、
小
売
り

や
店
舗
経
営
は
初
め
て
。
取
引
先
も
一
か
ら

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
初
年
は
大
赤
字

だ
っ
た
。
　「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
の
特
徴

で
あ
る
ブ
ド
ウ
か
す
を
餌
に
し
て
い
る
点
も
、

当
初
は
イ
メ
ー
ジ
が
悪
か
っ
た
と
い
う
。「
廃

棄
物
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
難
色
を
示
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
れ
で
も
、「
味
に
は
自
信
が
あ
る
。
と
に

か
く
店
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
」
と
、
地
道
に
魅

力
を
伝
え
た
。
甲
斐
市
の
小
・
中
学
校
の
給
食

へ
も
提
供
し
、
店
舗
で
の
フ
ェ
ア
な
ど
を
続
け

る
う
ち
、
口
コ
ミ
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
っ
た
。
３
年
目
に
は
黒
字
を
達
成
。
小
林
社

長
は
「
直
売
所
ブ
ー
ム
や
消
費
者
の
食
の
安
全
、

環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
も
追
い
風
に
な
っ

た
」
と
分
析
す
る
。

　
１
号
店
の
成
功
を
受
け
、
甲
府
市
、
南
ア
ル

プ
ス
市
に
も
出
店
し
た
。
今
は
３
店
舗
合
計
で

年
間
７
万
人
以
上
が
来
店
。
約
５
億
円
を
売
り

上
げ
、
肥
育
と
並
ぶ
事
業
に
成
長
し
た
。

　
甲
斐
市
の
甲
斐
島
上
条
店
で
加
工
長
を
務
め

る
佐
野
良
太
さ
ん
（
35
）
は
「
お
客
さ
ん
に
食

べ
た
い
料
理
を
聞
い
て
、
最
適
な
部
位
の
提
案

を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
い
ま
す
」
と
店
づ
く
り
の
方
針
を
話

す
。
取
材
時
に
来
店
し
て
い
た
乙
黒
秋
子
さ
ん

（
75
）
は
開
店
以
来
の
常
連
。「
お
肉
だ
け
は
こ

こ
で
買
う
。
店
員
さ
ん
や
友
達
と
会
え
る
の
も

楽
し
み
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

　
枝
肉
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
た
め
、
レ

ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
加
工
品

も
開
発
。
中
で
も
、「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
」
は
、
日
本
経
済
新
聞
の
ラ
ン
キ
ン
グ
企

画
で
紹
介
さ
れ
て
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

　
知
名
度
向
上
に
伴
い
、
一
層
の
安
全
性
確

保
へ
、
生
産
者
情
報
公
表
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
を

受
け
た
。
ま
た
、
牧
場
敷
地
内
で
は
農
薬
を

使
わ
ず
、
人
力
と
ヤ
ギ
で
除
草
す
る
。
小
林

社
長
は
「
実
際
に
生
産
者
情
報
を
検
索
す
る

消
費
者
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
安

全
・
安
心
を
求
め
る
声
に
応
え
る
姿
勢
を
示

す
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
現
在
は
、「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」
１
２
０

０
頭
と
、
黒
毛
和
種
「
甲
州
牛
」
２
０
０
頭
を

飼
育
す
る
。
規
模
拡
大
を
支
え
、
耕
畜
連
携
の

要
と
な
る
の
が
、
地
域
の
農
家
と
協
力
し
て
整

え
た
２
６
０
０
㎡
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
だ
。
自
動

で
堆
肥
を
攪
拌
す
る
機
械
を
備
え
、
１
日
当
た

り
40
㎥
の
堆
肥
を
生
産
で
き
る
。
小
林
社
長
は

「
牧
場
の
規
模
は
、
ふ
ん
の
処
理
能
力
で
決
ま

る
。
今
年
は
牛
舎
と
堆
肥
舎
の
ど
ち
ら
か
を
増

や
し
た
い
」
と
展
望
す
る
。

　
堆
肥
は
40
日
間
の
高
温
発
酵
、
30
日
間
の
２

次
発
酵
を
さ
せ
て
完
成
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ

バ
ラ
堆
肥
は
３
０
０
㎏
当
た
り
１
５
４
０
円
、

袋
入
り
は
１
袋
15
㎏
入
り
３
６
３
円
で
販
売

し
、
地
域
で
資
源
を
循
環
さ
せ
る
。
生
産
す
る

堆
肥
は
毎
年
す
べ
て
完
売
。
農
家
だ
け
で
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
家
庭
菜
園
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も

増
え
た
と
い
う
。

　
小
林
社
長
の
今
後
の
目
標
は
「
甲
州
ワ
イ
ン

ビ
ー
フ
」
の
生
産
者
を
県
域
に
拡
大
し
、
絶
対

量
を
増
や
す
こ
と
、
そ
し
て
黒
毛
和
種
「
甲
州

牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
だ
。
２
０
２
２
年
４
月

に
は
、
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
生
産
普
及
組
合
と

甲
州
牛
出
荷
組
合
が
合
併
し
た
甲
州
牛
・
甲
州

ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
推
進
協
議
会
に
加
盟
。
同
協
議

会
の
副
会
長
を
務
め
、
畜
産
農
家
の
協
力
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

　
20
〜
50
代
の
若
手
農
家
で
山
梨
県
肥
育
牛
研

究
会
を
結
成
し
、
県
外
へ
の
視
察
や
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
の
Ｐ
Ｒ
、セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た「
食

味
の
見
え
る
化
」
の
実
験
な
ど
を
実
施
。
地

元
小
学
校
の
見
学
を
受
け
入
れ
食
育
授
業
に

も
協
力
す
る
。Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
山

梨
営
業
所
の
小
松
健
二
次
長
は
「
研
修
提
案

や
銘
柄
牛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
」
と

評
価
す
る
。

　「
甲
州
牛
」
の
飼
料
に

は
、
飼
料
用
米
や
稲
わ
ら

を
餌
に
活
用
す
る

な
ど
、
果
樹
農
家

だ
け
で
な
く
、
水

稲
農
家
も
参
加
す
る
地
域

一
体
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
生
産

を
構
想
す
る
。「
地
域
農
業

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
、
ブ

ラ
ン
ド
を
、
ひ
い
て
は
山
梨
の

畜
産
を
守
る
」
と
小
林
社
長
。
乳
牛
１
頭
か
ら

酪
農
を
始
め
た
祖
父
、
肥
育
農
家
に
移
行
し
て

大
規
模
化
し
た
父
か
ら
受
け
継
ぐ
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
で
、
県
産
牛
の
未
来
を
切
り
拓
く
。

モリモリ食べます！

小林牧場の6次化商品

よく話してます！

地
域
農
家
と
協
力
し
て

大
規
模
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
設
立

地
域
一
丸
と
な
っ
て

県
産
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化

小林社長（左）とＪＡ東日本くみあい飼料の小松次長（右）

「牛ふん堆肥 育」
15㎏入り　３６３円（税込）
※価格は2024年3月時点。
　小林牧場で直接購入の場合

食育授業を受けた小学生から届いたメッセージ

２６００㎡超の堆肥センター

甲州牛です！！

加工長の佐野さん（右から3番目）と
直売センター美郷 甲斐島上条店の

スタッフの皆さん

除草担当のヤギです！！

常連客の乙黒さんと挨拶を交わす小林社長

か
く
は
ん

そだつ
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